
１．日時　：　平成２４年　８月２７日（月）　1４:００～
２．場所　：　鳥取河川国道事務所　第１会議室
３．出席委員　  　　：　 部会長　　道上　正　　 鳥取環境大学理事　　

部会員　　井上　正一　　　　鳥取大学・大学院工学研究科教授　
部会員　　清水　正喜　　　　鳥取大学・大学院工学研究科教授

４．議事次第
　 （１）開札結果の報告

平成24年 6月の入札結果報告
　 （２）審査対象工事の全体説明

審査対象工事件数・・・・・全２４件
①技術提案の審査（入札前審査）・・・全１２件
　 ・標準型・・・　　　　　２件
　 ・簡易型・・・　　　　１０件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 1 － 1
ｾﾒﾝﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 － － － － 1 － 1

－ － － － － － －
計 0 0 0 0 2 0 2

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － 6 － － － 6
維持修繕 － － 2 － － － 2
鋼橋 － － 1 － － － 1
受変電設備 － － 1 － － － 1

－ － － － － － －
計 0 0 10 0 0 0 10

②評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・全　１２件
　 ・標準型・・・　　 　 　２件
　 ・簡易型・・・　　　　１０件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 2 － 2

－ － － － － － －
計 0 0 0 0 2 0 2

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
維持修繕 － － 8 － － － 8
一般土木 － － 1 － － － 1
機械設備 － － 1 － － － 1

－ － － － － － －
計 0 0 10 0 0 0 10

工種 計

工種
加算点の合計

中国地方整備局総合評価審査委員会　鳥取県部会（第６９回）開催結果の概要

加算点の合計
工種 計

加算点の合計
備考

備考

工種
加算点の合計

計

備考

計 備考



　 （３）審査対象業務の全体説明
審査対象業務件数・・・　１６件

　　①簡易公募型競争入札方式（総合評価落札方式）（公示前）・・・　　２件

　　　【標準型】・・・ 　０件
　　　【簡易型】・・・ 　２件

　　②一般競争入札方式（総合評価落札方式）（公示前）・・・０件

　　③簡易公募型プロポーザル方式（公示前）・・ 　３件

　　④標準プロポーザル方式（公示前）・・・ 　０件

　　⑤簡易公募型競争入札方式（総合評価落札方式）（入札前）・・・　５件

　　　【標準型】・・・ 　１件
　　　【簡易型】・・・ 　４件

　　⑥一般競争入札方式（総合評価落札方式）（入札前）・・・１件

　　　【発注者支援業務】・・・ 　１件
　　⑦簡易公募型プロポーザル方式（特定前）・・ 　５件

　　⑧標準プロポーザル方式（特定前）・・・ 　０件

　 （４）審査対象工事・業務一覧
別紙のとおり



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内
容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の

み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の

み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実

績 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取

り
組
み

1 鳥取
道
路

駟馳山
シチヤマ

バイパス細川
ホソカワ

トンネル

舗装工事

セメン
ト・コ
ンク

リート
舗装

-

舗装工　A=1,950m2
排水構造物工　N=1式
道路付属施設工　N=1
式
通信管路工　N=1式
擁壁工　V=30m3
石・ブロック積工
A=340m2

本工事は、トンネルのコンク
リート舗装が主体であり、舗
設に対する施工上の配慮が
重要である。

7月 83.0 15 15

道路工事におけ
るセメント・コンク
リート舗装の品
質・耐久性向上

25 6 1 3 1 4 3 1 1 1 1 1 1 1 2 1
8月
22日

2 倉吉
河
川

天神川穴
アナ

鴨
ガモ

３号砂防堰堤第２

工事

一般
土木

C

穴鴨砂防堰堤
・鋼製堰堤本体工
　鋼製スリット　約40t
　コンクリート（４号）　約
250m3
・砂防土工　　　　１式
・流路護岸工　　１式
・仮設工　　　　　　１式

本工事は、鳥取県東伯郡三
朝町穴鴨地先における穴鴨
３号砂防堰堤の本堰堤工事
である。本工事を施工するに
あたり、天神川への濁水流
出を防止することが重要であ
る

6月 80.0 15 15

施工中における
河川への濁水防
止対策に関する
施工計画

25 6 1 3 1 4 3 1 1 1 1 1 1 1
8月
23日

3 0.0

4 0.0

5 0.0

6 0.0

地
元
一
次
下
請
け
の
活
用
率

元
請
企
業
の
地
元
資
材
の
活
用

◆技術提案の審査（入札前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

開
札
予
定
日

施工体制

1 2

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

ラ
ン
ク

工事の特性

⑦
情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

⑥地域精通度・地域貢献度④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

加
算
点
の
合
計

⑤
企
業
の
技
術
力
 
 

新
技
術

オ）

②企業の施工能力技術提案、施工計画 ③配置予定技術者の施工能力 ⑥
現
場
従
事
技
術
者
の
能
力



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ） コ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所

見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の

み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の

み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の

み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実

績 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取

り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
完
成
・
引
渡

工
事
実
績

1 鳥取
河
川

千代川釜
カマ

口
ノクチ

護岸災害復旧工

事

一般
土木

Ｃ
＋
Ｄ

根固工　N=118個
法枠ﾌﾞﾛｯｸ工　A=530m2
ｺﾝｸﾘｰﾄ張工　A=194m2

本工事の護岸取壊し施工時は
機械による破砕作業が必要とな
ることから、周辺の住民や近接
する橋梁の配慮が必要となる。

7
月

66.0 15 15 10
護岸取壊し施
工時に配慮す
べき事項

6 1 2 1 1 4 3 1 2 1 1 1 1 1
8月
28日

2 鳥取
河
川

八東川片山
カタヤマ

護岸災害復旧工

事

一般
土木

Ｃ
＋
Ｄ

根固工　V=2335m3
大型連節ﾌﾞﾛｯｸ
A=543m2
樋門補修工　N=1式

本工事の護岸施工時において
は、河川内での作業となること
から、作業時の水質汚濁防止の
対策を十分に配慮する必要があ
る。

7
月

66.0 15 15 10

護岸施工時（左
岸）における河
川の水質汚濁
防止

6 1 2 1 1 4 3 1 2 1 1 1 1 1
8月
29日

3 鳥取
河
川 千代川長谷

ハセ

外災害復旧工事
一般
土木

Ｃ
＋
Ｄ

床止工　N=402個
巨石張　A=2252m2

本工事の護岸施工時において
は、河川内での作業となること
から、作業時の水質汚濁防止の
対策を十分に配慮する必要があ
る。

7
月

66.0 15 15 10

護岸施工時（円
通寺）における
河川の水質汚
濁防止

6 1 2 1 1 4 3 1 2 1 1 1 1 1
8月
30日

4 倉吉
道
路

中山名和道路樋口
ヒ グ チ

道路付属

物設置工事

維持
修繕

－
工事延長L=2.0km
立入防止柵設置
L=約4,500m

本工事は一般国道9号中山名和
道路のうち、鳥取県西伯郡大山
町地内における道路付属物工
事である。本工事の施工にあ
たっては官民境界部分の施工を
正確に実施することが重要であ
る

6
月

64.0 15 15 10

官民境界にお
ける構造物の
出来形管理に
関する技術的
所見

6 1 2 1 1 4 3 1 1 1 1 1 1
8月
22日

5 倉吉
道
路

国道９号中尾
ナ カ オ

横断歩道橋下

部外工事

一般
土木

D

横断歩道橋下部　１式
横断歩道橋撤去　１式
排水構造物工　　　１式
擁壁工　　　　　　　１式
舗装工　　　　　　　１式
縁石工　　　　　　　１式
防護柵工　　　　　　１式

本工事は一般国道9号鳥取県西
伯郡大山町塩津地内における
横断歩道橋下部及び道路改良
工事である。本工事の施工にあ
たり夜間片側交互通行規制時
の一般交通に対する安全を確
保することが重要である。

7
月

64.0 15 15 10

夜間の片側交
互通行規制時
における一般
交通への安全
対策に関する
技術的所見

6 1 2 1 1 4 3 1 1 1 1 1 1
8月
24日

6 倉吉
道
路

国道９号中尾
ナ カ オ

横断歩道橋上

部工事
鋼橋 B

鋼橋上部　１式
　工場製作　１式
　工場製品輸送　１式
　融雪設備工　　１式
　歩道橋架設　　１式
　現場塗装工　　１式

本工事は一般国道9号鳥取県西
伯郡大山町塩津地内における
横断歩道橋上部工製作・架設工
事である。本工事の施工にあ
たっては歩道橋部材の塗膜損
傷を防止し耐久性を向上させる
ことが重要である

7
月

64.0 15 15 10
部材の塗膜損
傷防止に対す
る技術的所見

6 1 2 1 1 4 3 1 1 1 1 1 1
9月7
日

7 倉吉
道
路 国道９号宇野

ウ ノ

橋外補修工事
維持
修繕

－

橋梁補修　１式
・対象橋梁
　宇野橋、宇谷橋、新洗
川橋歩道橋

本工事は一般国道9号鳥取県東
伯郡湯梨浜町地内宇野橋他橋
梁の補修工事である。本工事を
施工するにあたっては一般交通
に対する安全確保が重要である

7
月

64.0 15 15 10

宇野橋の橋面
防水施工時に
おける一般交
通への安全対
策

6 1 2 1 1 4 3 1 1 1 1 1 1
9月
19日

地
元
一
次
下
請
け
の
活
用
率

工事概要
ラ
ン
ク

⑥地域精通度・地域貢献度

オ）

⑥
現
場
従
事
技
術
者
の
能
力

⑤
企
業
の
技
術
力
　
新
技
術

区
分

工事名

②企業の施工能力

工
事
種
別

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

①-1　簡易な施工計画の加算点 元
請
企
業
の
地
元
資
材
の
活
用

⑦
情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

③配置予定技術者の施工能力

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事の特性

事
務
所
名

施工体制



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ） コ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所

見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の

み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の

み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の

み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実

績 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取

り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
完
成
・
引
渡

工
事
実
績

地
元
一
次
下
請
け
の
活
用
率

工事概要
ラ
ン
ク

⑥地域精通度・地域貢献度

オ）

⑥
現
場
従
事
技
術
者
の
能
力

⑤
企
業
の
技
術
力
　
新
技
術

区
分

工事名

②企業の施工能力

工
事
種
別

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

①-1　簡易な施工計画の加算点 元
請
企
業
の
地
元
資
材
の
活
用

⑦
情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

③配置予定技術者の施工能力

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事の特性

事
務
所
名

施工体制

8 倉吉
河
川

小鴨川下
シモ

大江
オ オ エ

護岸災害復旧

工事

一般
土木

D

盛土工　約400m3
作業土工　１式
護岸基礎工　約130m
石張工　約1,460m2
附帯道路工　１式
構造物撤去工　１式
仮設工　１式

本工事は、天神川本川小鴨川
倉吉市下大江地先における護
岸の災害復旧工事である。
本工事の施工にあたっては石張
護岸の品質を確保することが重
要である

7
月

64.0 15 15 10
１号石張の品
質に対する技
術的所見

6 1 2 1 1 4 3 1 1 1 1 1 1
9月
11日

9 日野川
河
川

菅沢ダム直流電源設備外工

事

受変
電設
備

-
直流電源設備 ： 1基
蓄電池　　　　　： １組

本工事は、菅沢ダム直流電源設
備の更新に伴う機器の製作・設
置を行う工事であり、機器の入
れ替え時は多重無線設備、テレ
メータ設備、放流警報設備等が
使用できなくなるため、その時点
での留意点とその対応が重要で
ある。

7
月

64.0 15 15 10
機器の入れ替
え時における留
意事項

6 1 2 1 1 4 3 1 1 1 1 1 1
8月
23日

10 日野川
河
川 日野川災害復旧工事

一般
土木

C
＋
D

（富吉工区）
河川土工　１式
法覆護岸工（石張護岸他）  724m2
ふとんかご　92m
仮設工　１式
（宇代工区）
河川土工　１式
法覆護岸工（大型ﾌﾞﾛｯｸ積他）
142m2
根固ブロック（5.0t型）　13個
仮設工　１式

本工事は、日野川における護岸
災害復旧工事であり、工事によ
る汚濁水の魚類等への影響を
考慮し、河川の汚濁防止対策が
重要である。

7
月

64.0 15 15 10
河川の汚濁防
止対策に関す
る技術的所見

6 1 2 1 1 4 3 1 1 1 1 1 1
9月6
日

11 0.0

12 0.0

13 0.0



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内
容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の

み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の

み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実

績 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

地
元
企
業
の
活
用
促
進

        

1 鳥取
道
路 駟馳山バイパス縄手

ナ ワ テ

橋
バシ

工事
一般
土木

C

道路土工　1式
橋脚　１基
橋台　２基
軽量盛土工
１,000m3
仮設工　１式

コンクリートの塩害・中性化
等による劣化を防ぎ、橋梁
下部工の耐久性及び安全
性の向上を図るため、コン
クリートの緻密性等を向上
させることが、重要であるた
め。

下部工コンクリー
トの品質・耐久性
向上に関する施
工計画

2 鳥取
道
路

駟馳山バイパス岩美
イ ワ ミ

IC橋下

部外工事

一般
土木

C

橋台　１基
軽量盛土工
1,500m3
仮設工　１式

コンクリートの塩害・中性化
等による劣化を防ぎ、橋梁
下部工の耐久性及び安全
性の向上を図るため、コン
クリートの緻密性等を向上
させることが、重要であるた
め。

下部工コンクリー
トの品質・耐久性
向上に関する施
工計画

3

ラ
ン
ク

工事概要

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力施工体制 技術提案、施工計画

1 2 3

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

事
務
所
名

区
分

工事名

工
事
種
別

工事の特性

加
算
点
の
合
計

公
告
予
定
日

オ）

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤
企
業
の
技
術
力
 
 

新
技
術

⑥地域精通度・地域貢献度 ⑦
情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

⑧
現
場
従
事
技
術
者
の
能
力



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） カ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所

見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の

み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の

み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の

み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在
地

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実

績 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取

り
組
み

1 鳥取
道
路 国道５３号田園町

デンエンチョウ

外整備工事
維持
修繕

-
防護柵工　１式

　国道５３号うち、鳥取市相生町から田園
町における整備工事である。
工事の主体が小規模な防護柵設置であ
り、技術的工夫の余地が小さい。

防護柵施工における
留意事項について

2 鳥取
道
路

駟馳山
シ チ ヤ マ

バイパス大谷
オオタニ

外整備工

事

維持
修繕

- 側道舗装工　１式

　駟馳山バイパスうち、鳥取市福部～岩美
町河崎地内における整備工事である。
工事の主体が側道舗装であり、技術的工
夫の余地が小さい。

側道舗装時における
留意事項について

3 鳥取
道
路

駟馳山
シ チ ヤ マ

バイパス岩本
イワモト

外整備工

事

維持
修繕

- 函渠補修工　１式

　駟馳山バイパスうち、岩美町岩本地内に
おける整備工事である。
工事の主体が函渠補修であり、技術的工
夫の余地が小さい。

函渠の目地補修にお
ける施工上配慮すべ
き事項について

4 鳥取
道
路

駟馳山
シ チ ヤ マ

バイパス河崎
カワサキ

第２改良

工事

一般土
木

C
+
D

道路土工　1式
排水構造物　１式
軽量盛土工
3,000m3
仮設工　１式

　駟馳山バイパスうち、岩美町河崎地内に
おける改良工事である。
軽量盛土の施工において、適切な施工計
画を立案することが道路本体の耐久性に
おいて重要である。

軽量盛土における施
工上配慮すべき事項
について

5 倉吉
道
路

名和淀江道路松
マツ

河原
ガワラ

外防草

対策工事

維持
修繕

－ 防草対策　１式

　国道９号名和淀江道路のうち、西伯郡大
山町下市～倉谷地内における防草対策工
事である。
　工事の主体が張コンクリートであり、技術
的工夫の余地が小さい。

張コンクリートの出来
形管理について

6 倉吉
道
路

名和淀江道路名和
ナ ワ

外防草対

策工事

維持
修繕

－ 防草対策　１式

　国道９号名和淀江道路のうち、西伯郡大
山町小竹～西坪地内における防草対策工
事である。
　工事の主体が張コンクリートであり、技術
的工夫の余地が小さい。

張コンクリートの出来
形管理について

7 倉吉
道
路

中山名和道路樋口
ヒノクチ

防草対策

工事

維持
修繕

- 防草対策　１式

　国道９号中山名和道路のうち、西伯郡大
山町樋口地内における防草対策工事であ
る。
　工事の主体が張コンクリートであり技術
的工夫の余地が小さい。

張コンクリートの出来
形管理について

8 倉吉
道
路

中山名和道路殿
トノ

河内
コウチ

防草対

策工事

維持
修繕

- 防草対策　１式

　国道９号中山名和道路のうち、西伯郡大
山町殿河内地内における防草対策工事で
ある。
　工事の主体が張コンクリートであり技術
的工夫の余地が小さい。

張コンクリートの出来
形管理について

9 倉吉
道
路

中山名和道路下市
シモイチ

防草対策

工事

維持
修繕

- 防草対策　１式

　国道９号中山名和道路のうち、西伯郡大
山町下市地内における防草対策工事であ
る。
　工事の主体が張コンクリートであり技術
的工夫の余地が小さい。

張コンクリートの出来
形管理について

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

③配置予定技術者の施工能力施工体制 ①-1　簡易な施工計画の加算点 ②企業の施工能力 ④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑦
情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

事
務
所
名

区
分

工事名

工
事
種
別

加
算
点
の
合
計

⑧
現
場
従
事
技
術
者
の
能
力

⑥地域精通度・地域貢献度

公
告
予
定
日

オ）



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） カ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所

見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の

み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の

み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の

み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在
地

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実

績 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取

り
組
み

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

③配置予定技術者の施工能力施工体制 ①-1　簡易な施工計画の加算点 ②企業の施工能力 ④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑦
情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

事
務
所
名

区
分

工事名

工
事
種
別

加
算
点
の
合
計

⑧
現
場
従
事
技
術
者
の
能
力

⑥地域精通度・地域貢献度

公
告
予
定
日

オ）

10 日野川

機
械
設
備

菅沢ダム常用洪水吐き修繕工
スゲサワ

事

機械
設備

－ 戸当り修繕　１式

　菅沢ダムに設置されている常用洪水吐き
ゲートの戸当りの修繕を行う。確実な現地
溶接が必要となることから、溶接作業時の
管理が重要となるため、現場据付時の溶
接作業における留意事項を技術的所見と
して求める。

現地据付時の溶接作
業における留意事項



資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

1 鳥取
千代川護岸測量設計外その２業
務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建
設コンサル
タント

本業務は、千代川水系の直
轄管理区間内において測量
と樋門・護岸等の設計を行う
ものである。

減
点

2 日野川
日野川管内電気通信設備設計
業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建
設コンサル
タント業務

本業務は、日野川河川事務
所管内に整備する電気通信
設備の設計を行う業務であ
る。

減
点

3

4

業
務
に
関
す
る
知
識

表
彰
経
験

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

専
門
技
術
力

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用
関
係

C
P
D

保
有
資
格

実
施
フ
ロ
ー

業
務
理
解
度

業
務
成
績

C
P
D

予定管理技術者の経験・能力

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

予定照査技術者の経験・
能力

照査技術者の経験・能力

専
門
技
術
力 事

故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定管理技術者の経験・能力

公
示

（
月

）

表
彰
経
験

保
有
資
格

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

入札参加者を決定するための評価項目

企業の経験・能力
実施方針・フロー・工程表

等

同
種
類
似
経
験

実
施
手
順

地
域
精
通
度

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

合
 
 

計

業
務
量
把
握

業
務
成
績

表
彰
経
験

合
 
 

計

落札者を決定するための評価項目

★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

予定技術者の経験・能力



事故
等

成績・
表彰
等

専任
制

実
施
フ
ロ
ー

業
務
量
把
握

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整
合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網
羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整
合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網
羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

1 鳥取
殿ダム土砂管理計画検討業
務

土木関係建
設コンサル
タント業務

本業務は、今後の殿ダ
ムにおける堆砂進行を
監視するための初年度
調査や下流河道を適切
な状況に保つためのモ
ニタリング計画の検討
を行い、殿ダムにおけ
る総合的な土砂管理計
画の作成を行うもので
ある。

殿ダム土砂管理計
画の留意点につい
て

減
点

2 鳥取
殿ダム建設事業とりまとめ
業務

土木関係建
設コンサル
タント

本業務は、殿ダム建設
事業の資料のとりまとめ
を行うものである。

計画関係及び管理
関係資料に係るとり
まとめの留意点につ
いて

減
点

3 日野川
大山砂防流出土砂管理計画
検討業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

本業務は、大山砂防管
内における土砂生産源
の土砂流出量の調査及
び土砂流出にともなう
砂防施設の土砂管理計
画を検討するものであ
る。

土砂移動量解析に
おける土砂移動量
を把握するうえでの
着目点

減
点

4

技術提案書を特定するための評価項目

文
書
注
意
・
口
頭
注
意

保
有
資
格

成績・表彰

業務計画の適切性

成績・表彰

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

地
域
精
通
度

合
 
 

計

資格・実績

★　公示前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

特
定
テ
ー
マ

保
有
資
格

資格・実績

予定管理技術者の経験・能力 予定照査技術者の経験・能力

資格・実績

業
務
成
績

Ｃ
Ｐ
Ｄ

公
示

（
月

）

再
委
託
の
確
認

資格・実績 成績・表彰 成績・表彰

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登
録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
成
績

業
務
成
績

表
彰
経
験

テーマ２の提案内容

業
務
理
解
度

表
彰
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

Ｃ
Ｐ
Ｄ

そ
の
他

（
知
識

、
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事
項

）

業
務
成
績

実施方針・実施フロー・工
程等

表
彰
経
験

整
合
性 テーマ１の提案内容

実
施
手
順

予定管理技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用

技術提案書提出者を決定するための評価項目

予定照査技術者の経験・
能力

実施
体制資格・実績

等

企業の経験・能力

専任制

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

地
域
精
通
度

直
接
的
な
雇
用 合

 
 

計

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数



資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整
合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網
羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整
合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網
羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

1
日野
川

大山砂防日光砂防堰堤詳細設計
他業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建
設コンサルタ
ント業務

　 本業務は、大山山系直轄砂防事業
区域で計画している砂防施設の詳細設
計を行うものである。

地域特性、現場条件を踏ま
えた設計の着目点について

7月31
日

5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

30.0 5.0

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

100.0 1.0 4.0 1.0 6.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 7.0 4.0 4.0 3.0 - 6.0 6.0 5.0 5.0 - - - - 60

0.0 0

予定照査技術者の経験・
能力

保
有
資
格

表
彰
経
験

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

専
門
技
術
力

予定管理技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

直
接
的
な
雇
用
関
係

保
有
資
格

評
価
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

評価テーマ①

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

実
施
フ
ロ
ー

業
務
に
関
す
る
知
識

業
務
理
解
度

業
務
量
把
握

実
施
手
順

表
彰
経
験合

 
 

計

予定技術者の経験・能力

保
有
資
格

保
有
資
格

評
価
テ
ー
マ

開
札
日

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

表
彰
経
験

C
P
D

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

★　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

入札参加者を決定するための評価項目 落札者を決定するための評価項目

評価テーマに対する技術提案

合
 
 

計

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

予定管理技術者の経験・能力

地
域
精
通
度

企業の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

評価テーマ②

照査技術者の経験・能力

実施方針・フロー・工程表
等

専
門
技
術
力

地
域
精
通
度

業
務
成
績

C
P
D



資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

1 鳥取
鳥取道トンネル点検業務

価格点と技術点の比率　１：１

土木関係
建設コンサル
タント業務

本業務は、鳥取道におけるトンネルに
ついて、第三者への被害の防止を図る
ため、損傷及び変状を早期に発見し、
トンネルに関わる効率的な維持管理に
必要な基礎資料を得るため、点検を行
うものである。

8月28
日

5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値
化し
ない

数値
化し
ない

30.0 5.0 - - - -
数値
化し
ない

100.0 4.0 10.0 1.0 11.0 3.0 1.0 - - - - - - 12.0 6.0 6.0 6.0 60.0

2 倉吉
倉吉管内交通安全施設等測量設
計業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

倉吉河川国道事務所管理区間内にお
ける交通安全設計等を行う業務であ
る。

7月20
日

5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

30.0 5.0

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

100.0 3.0 8.0 1.0 9.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 12.0 6.0 6.0 6.0 60.0

3 倉吉 倉吉管内トンネル点検業務
土木関係建設
コンサルタント
業務

本業務は倉吉河川国道事務所管内に
おいてトンネル点検を行うものである。

8月21
日

5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

30.0 5.0 － － － －

数
値

化し
ない

100.0 4.0 10.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 12.0 6.0 6.0 6.0 60.0

4 倉吉 倉吉管内事故対策測量設計業務
土木関係建設
コンサルタント
業務

倉吉河川国道事務所管理区間内にお
ける交通事故対策設計等を行う業務で
ある。

8月28
日

5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

30.0 5.0

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

数
値

化し
ない

100.0 3.0 8.0 1.0 9.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 12.0 6.0 6.0 6.0 60.0

5 0.0 0.0

6 0.0 0.0

★　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用
関
係

開
札
日

落札者を決定するための評価項目

専
門
技
術
力

合
 
 

計

実施方針・フロー・工程表
等

C
P
D

予定管理技術者の経験・能力

予定技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

実
施
手
順

業
務
成
績

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

予定照査技術者の経験・
能力

照査技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

予定管理技術者の経験・能力

業
務
成
績

C
P
D

保
有
資
格

合
 
 

計

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

業
務
に
関
す
る
知
識

表
彰
経
験

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
量
把
握

業
務
成
績

実
施
フ
ロ
ー

業
務
理
解
度

表
彰
経
験

入札参加者を決定するための評価項目

専
門
技
術
力

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

表
彰
経
験

保
有
資
格

地
域
精
通
度

企業の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

業
務
成
績



予定担
当技術
者の専
門技術

力

1 鳥取
鳥取修繕積算技術業務
価格点と技術点の比率　１：２
【積算技術業務】

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、鳥取河川国道事務所にお
ける道路の修繕事業に関する工事の
設計書作成に必要となる工事発注図
面及び数量総括表（数量計算書）、積
算資料、積算システムへの積算データ
入力等の作成支援を行うことにより、
業務発注担当部署における工事発注
の円滑化を図ることを目的とする業務
である。

品質を確保・向上するための体制及び
照査方法（ミス防止を含む）について

8月31日 5.0 5.0 5.0 5.0 10.0 20.0 20.0 10.0 80.0

★　入札前審査　【一般競争入札方式　総合評価落札方式（発注者支援）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

評
価
テ
ー
マ

開
札
日

落札者を決定するための評価項目

予定技術者の経験・能力

実施方針 技術提案

合
 
 

計

予定管理技術者の経
験及び能力

資
格
要
件

実
現
性

実
施
体
制

的
確
性

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

同
種
類
似
経
験

業
務
理
解
度



事故
等

成績・
表彰
等

専任
制

実
施
フ
ロ
ー

業
務
量
把
握

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整
合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網
羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整
合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網
羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

1 鳥取 千代川河道管理検討業務
土木関係建
設コンサル
タント業務

本業務は、一級河川千代川
水系直轄管理区間につい
て、既往測量、モニタリング
調査結果と最新（H24）の定
期縦横断測量、河床材料調
査結果から、現況の河道状
況を分析・評価し、課題等を
抽出するとともに、今後の河
川維持管理上の対応策を検
討し、河道管理計画（案）を
作成するほか、砂利採取等
規制計画書を作成するもの
である。

河道管理計画（案）の
作成方針について

8月31
日

5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値
化し
ない

数値
化し
ない

30.0 5.0 － － － －
数値
化し
ない

100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

2 鳥取
千代川上流改修方策検討
業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

本業務は、千代川上流域の
改修方策ならびに下流域の
改修形状を検討するととも
に、千代川下流域の改修に
よる堤防安全性の確保等に
ついて検討するものである。

千代川上流における
改修方法の比較検討
を行う上での留意点に
ついて

8月31
日

5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値
化し
ない

数値
化し
ない

30.0 5.0 － － － －
数値
化し
ない

100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

3 鳥取
鳥取東部地域道路網検討
業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

本業務は、国道9号等の広
域道路網及び鳥取都市圏の
道路網の現状及び課題を整
理し、望ましい道路網のあり
方を検討するものである。

鳥取東部地域におけ
る交通流動を踏まえた
道路網計画の着眼点
について

8月31
日

5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値
化し
ない

数値
化し
ない

30.0 5.0 － － － －
数値
化し
ない

100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100.0

4 倉吉 倉吉管内交通量推計業務

土木関係建
設
コンサルタ
ント業務

　本業務は、倉吉河川国道
事務所管内における道路事
業の検討に向けた基礎資料
のための交通量推計及び費
用便益分析等を行うもので
ある。

　交通量推計における
現況再現の妥当性の
確認手法について

8月24
日
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5 倉吉
天神川流域砂防施設検討
手法整理他業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

・砂防施設を検討する際の
設計条件の整理。事務所運
用マニュアル作成。
・天神川砂防GISの作成。

①施設検討手法を整
理する上での留意事
項について
②砂防GISを作成する
上での留意事項につ
いて

8月28
日
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★　特定前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　
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